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研究成果の概要（和文）：時間判断の対象となる視覚刺激の直前と直後ともに，課題に関連しない聴覚刺激また
は視覚刺激が提示されると，知覚時間が短縮するという現象がある。本研究では，この視覚的な時間間隔知覚の
短縮効果において，知覚的群化と刺激強度の重要性を明らかにした。また，この現象における感覚内(視覚内)相
互作用と感覚間（視聴覚間）相互作用の影響は異なる機序を持つことも示した。

研究成果の概要（英文）：When the visual target is sandwiched by the task-irrelevant visual or 
auditory stimulus, the perceived duration of the visual stimulus decrease (subjective shortening 
effect: SSE). This research project showed the importance of perceptual grouping and stimulus 
intensity for SSE. Furthermore, it has shown that visual-induced SSE and auditory-induced SSE have 
different mechanisms.  

研究分野：実験心理学

キーワード： 時間知覚　知覚時間間隔　視聴覚相互作用　知覚的群化　視覚マスキング
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の研究では，ターゲットに先行，または後続して提示される刺激の影響が検討されてきたため，
著者が新しく報告した「何かに挟まれる時間は短く感じられる」という新たな現象に関する基礎的知見は時間知
覚研究において深い意義を有する。また，視覚的な時間間隔知覚における，視覚内と視聴覚間相互作用の影響の
違いの解明は，時間知覚における複数感覚からの情報統合過程について有益な知見を提供可能である点で重要性
が高い。さらに，本研究で示した知見は，他者の感じる時間間隔を他の刺激を提示することで簡便に操作できる
ことを示唆する。よって，映像やVRなどの工学コンテンツなど，他の分野への応用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 時間は常にそばにある情報であり，我々は日常生活の多様な場面で時間に関する判断を無意
識的・意識的に行っている。短い時間間隔を正確に安定して知覚することは日常生活を送るうえ
で重要な機能であるが，知覚される時間間隔の長さ（知覚時間）は様々な要因で変容してしまう。
例えば，時間判断の対象となる刺激（ターゲット）に，先行または後続して課題に関連しない刺
激が提示されると，知覚時間が伸長したり短縮したりする (e.g., Droit-Volet & Wearden, 2002; Ono 
& Kitazawa, 2010, 2011)。また，視覚刺激 (1000 ms以下) の直前，直後ともに聴覚刺激が提示さ
れると，聴覚刺激が提示されない条件よりも知覚時間が短縮する  (Asaoka & Gyoba, 2016, 
Subjective Shortening Effect: 感覚間 SSE)。さらに，聴覚刺激の代わりに課題に無関連な視覚刺激
をターゲットの前後に提示しても，この効果は生起する (Asaoka, 2020, 感覚内 SSE)。ターゲッ
トが他の刺激に挟まれると知覚時間が短くなるという現象は新たな知見であり，本研究の目的
はこの現象に寄与するメカニズムの解明であった。以降，ターゲットの前後に提示される課題に
関係しない刺激を前後刺激とする。 
 感覚間 SSE と感覚内 SSE の両 SSE の生起条件と効果量に影響する要因として，知覚的群化
と刺激強度に着目した。知覚的群化とは，多数の刺激に対する知覚が，まとまりや分離として経
験されることを指す。まとまりとして知覚されやすい特性として，刺激が時間的，または空間的
に近接していること (近接的規則)，刺激を構成する要素が似通っていること (類似性規則) の二
つの規則がある。先行または後続刺激が時間知覚に及ぼす影響は，知覚的群化の規則に調整され
ることが示されており，実際，SSEの生起には時間的・空間的近接性が重要な役割を担っており
(Asaoka & Gyoba, 2016; Asaoka, 2020)，本研究でより詳しい検討を行った。 
 視聴覚相互作用での刺激強度に関する知見として，逆理的効果がある。これは強度の弱い視覚
刺激と聴覚刺激が提示される場合，強い強度を持つ刺激群が提示されるより，相互作用の程度が
大きくなる現象を指す。また，課題無関連な視覚刺激がターゲットである視覚刺激の知覚を抑制
する効果 (マスキング) は，ターゲットの強度が弱く，無関連刺激の強度が強いほど強くなる。
よって，感覚間 SSEと感覚内 SSEにおいて，前後刺激とターゲットの刺激強度関係がどのよう
な役割を果たすのか検討する。これらの点を検討することで，視覚的時間知覚における感覚間と
感覚内の影響の差異を考察可能であろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究の第一の目的は，課題無関連な前後刺激が視覚刺激の知覚時間に及ぼす影響を，知覚的
群化の規則と刺激強度に着目して検討することである。第二の目的は，それらの検討を通して，
視覚的時間知覚に対する感覚間と感覚内の影響の違いを明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 ターゲットとして提示時間が短い視覚刺激（幾何学図形）を用いた。また，前後刺激として，
50 msの視覚刺激，または聴覚刺激を用いた。測定法としては，ターゲットに対して感じられた
時間をキー押しで再生する課題（時間再生法）を主に用いた。各実験で操作した変数は以下の⒋
研究成果で詳しく説明する。実験手続では，前後刺激を提示する実験条件と提示しない統制条件
を設けて，分析ではそれらの条件間で知覚時間の長さを比較した。 
 
４．研究成果 
 最初に，感覚内 SSE における知覚的群化の影響を検討した。まず，ターゲットと前後刺激の
時間的近接性の影響を検討する実験を行った。時間間隔を 0 msから 100 msまでの範囲で操作し
た結果，時間間隔が 0 msの条件のみで SSEが生起し，17 ms以上になると SSEは生じないこと
が明らかになった。次に，ターゲットと前後刺激の形態的類似性を操作して実験を行った。ター
ゲットとして○などの幾何学図形を用い，類似性の高い刺激として●，類似性の低い刺激として
白黒の市松模様を前後刺激として提示した。その結果，類似性の高低に関わらず SSE が生起し
たが，類似性高条件よりも類似性低条件のほうが SSE の量が大きいことが示された。SSE はタ
ーゲットと前後刺激が同じ位置に提示される必要があることを踏まえると，SSE が生起するに
は，刺激間の時間的，空間的近接性（同一性）が必要であることがうかがえる。また，刺激間の
形態的類似性は，SSEの生起条件ではなく，効果を調整する要因であることが示唆される。 
 次に，ターゲットと前後刺激の刺激強度関係が感覚内 SSE に及ぼす影響を検討した。まず，
刺激強度として前後刺激の輝度を操作することで，実験参加者が前後刺激を認識できる条件と
認識できない条件を設定した。その結果，前後刺激を認識できない条件でも SSEが生起するが，
認識できる条件のほうが短縮量は大きいことが示された。この結果は前後刺激の刺激強度に関
わらず SSE が生起すること，参加者が認識できない刺激も人の時間知覚に影響することを示唆
する。 
 最後に，感覚間 SSEについて検討を行った。まず，Asaoka & Gyoba (2016) で用いた手法とは異
なる二つの測定法を用いて SSEの頑健性を確認した。その結果，両測定法ともに SSEが再現さ
れ，さらに，知覚時間が短縮されることで，より実時間に近づくことも示された。次に，視聴覚
刺激の時間間隔を 0 ms から 100 msまで操作して検討した結果，0 ms時のみ SSEが生起した。
次に，感覚間 SSE において，視覚刺激に先行する刺激と後続する刺激のどちらが重要なのか検
討した。その結果，SSEの生起には先行音・後続音両方の提示が必要であること，先行音または



後続音だけを提示しても，知覚時間は変化しないことがわかった。次に，ターゲットの提示時間
を 300 msから 1600 msまで操作して検討した結果，500 ms以下でのみ SSEが生起した。これら
の結果は，時間分解能の高い聴覚が時間分解能の低い視覚の短時間間隔の知覚を補正するため，
SSE が生起することでより実時間に近い感覚をもたらすことを示唆する。感覚間 SSE について
は刺激強度と刺激対応性の影響は検討できなかったが，感覚間 SSE に寄与する基礎的メカニズ
ムを解明できた。 
 申請者の従来の研究と本研究を通して，感覚内 SSEと感覚間 SSEはいくつか異なる特性をも
つことがわかった。例えば，感覚内 SSE に関しては，先行刺激，または後続刺激の提示のみで
も知覚時間が短縮し，それらの影響が加算的に働くことで感覚内 SSE が生起することが示され
ている。また，感覚内 SSEは，感覚間 SSEとは異なり，ターゲットが 1000 ms以上でも生起す
る。このような結果から，先行刺激または後続刺激とターゲットの知覚的群化が，ターゲットの
オンセット・オフセット知覚を調整することで，感覚内 SSE が生じることが示唆される。しか
し，感覚間 SSE は，ターゲットの提示時間が短い時のみ提示すること，先行音・後続音の両方
の提示が必要なことから，聴覚による視覚の時間間隔知覚の補正機能だと考察した。このように，
両 SSEはそのメカニズムが異なることが明らかになった。 
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